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図 4-2-3 調整池の位置 

③ 調整池の容量算定及び形状の確認 

 

・調整池の容量算定条件の確認 

調整池の計算は、八王子市との協議により、調整池下流の兵衛川の河川改修が終っている事から、許容

放流量の算定に用いる降雨強度式は３年確率で行い、調整池の計算方は簡便法により容量の決定をした。

また、異なる基準を持つ都市計画法及び森林法についてそれぞれ計算を行い、より大きくなる調整池容

量を採用した。 

 

計画にあたっては河川管理者と下記の条件を確認した。 

・放流先の河川は 50㎜/hr（3年確率）の降雨強度式で河川改修を行っている。 

・調整池Ｂは堤体幅を洪水時に越流による堤防の浸食を抑える為、9ｍとした。 

・調整池は洪水時に越流が起きにくいよう 90㎜/hr（30年確率）の 

満潮時堤頂までの高低差を 70cmから 80㎝設けた。 

 ・調整池Ｂ下流の水路は、現況が水路用地の中に納まっていない為、 

  本事業とは別に用地の交換を行う、その際には水路の改修を行い、 

  事業地よりの放流に耐えうるものとする。 

 ・事業地北側の区域外から流出する雨水は、道路で分断される事から、 

道路の雨水を事業地へ流入させない事を条件に、町田市道の道路排水施設を 

整備して、西側赤道に整備する排水管より直接水路へ放流する事を基本条件 

とした。 

但し、大雨や経年による排水機能の低下による、事業地内への流入が懸念 

される為、道路を含む、道路より北側の流域分を別途算出して各調整池へ 

加える事とした。 

 （※事業地北側道路と、それより北側の流域は、直接放流するものとして、 

一旦、調整池 A及び調整池 Bの必要容量の算定を行う。 

その結果に、別途算出した、北側流域で必要となる調整池の容量を、 

調整池 Aには一部、調整池 Bには全部を加えて各調整池の必要容量とした。） 

  

検討の結果 

調整池 Aは都市計画法の基準に準じた計算による容量を採用した。 

調整池 Bは都市計画法の基準に準じた計算による容量を採用した。 

 

調整池の位置を図 4-2-3に示す。 

次項より調整池の容量算定までの計算を以下の通り示す。 

P4-47から P4-49まで：調整池 Aの容量算定。 

P4-50から P4-52まで：調整池 Bの容量算定。 

P4-53から P4-56まで：事業地北側の区域外と道路の容量算定。 

P4-57：オリフィスの計算。 

P4-58：堆積砂量の算定及び合計必要調整池容量の決定。 

P4-59から P4-60まで：計画調整池 Aの形状と必要容量との比較。 

P4-61から P4-62まで：計画調整池Ｂの形状と必要容量との比較。 

P4-63：調整池 B下流の水路整備予定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



調整池の流入区分　Ａ流入域

流 域 Ａ

流 域 Ｂ図4-2-4

4-47

0.717255ha
②-1

0.114787ha
④-1

0.017157ha
⑥-1

0.012410ha
⑧-1

0.153544ha
①-1

0.012387ha
②-2

⑥

⑦

番号 面積(ha) 小計(ha)

0.026302

0.012410

2.324229

0.026302

0.012410

調整池Ａ直接放流分面積集積表

⑥-3 0.000812

②

0.153544

0.717255②-1

②-2

0.114787

⑥

番号 面積(ha) 小計(ha)

0.153544

0.012387
0.729642

調整池Ａ流入面積集積表

0.114787

⑥-1 0.017157 0.017157

⑥-2 0.000122
0.000934

1.879302

0.767813

⑨ ⑨-2

調整池Ｂ流入面積集積表

1.879302

① ①-1

⑧ ⑧-1

0.076526 0.076526

⑨-1

⑪

2.324229

0.767813

⑤

④-1④

0.000812ha
⑥-3
直接放流

現況直接放流面積
⑨-1

0.026302ha
⑦

直接放流

0.000122ha
⑥-2
直接放流

2.324429ha
流域Ｂに流入

⑨-2
1.879302ha

0.767813ha
⑪

直接放流流域Aの⑪+⑤は直接放流分として許可放流量より除き調整池の容量を決める。

但し事業地へ流入する事として、別途容量算定を行い、各調整池の必要容量に分配して加え、

その合計を、調整池の必要容量とする。

0.076526ha
⑤

直接放流
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・調整地 Aの必要容量算定 

調整池の容量は簡便法による算定を行い、都市計画法及び森林法の流出係数と降雨強度式を用いて必要容

量がより大きくなる方を採用する。 

 

① 調整池 A都市計画法の基準による計算 

 

放流にあたっては許可放流量が決められておりその計算に使用する降雨強度式は八王子市の指導により 

3年確率（50mm/ha）で行った。 

直接放流分を差し引いた結果、許可放流量は 0.2623㎥/secとする。 

以上条件を代入し簡便法により 325.33㎥以上の調整池が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

許容放流量の算定（調整池Ａ）都市計画法

許可放流量の算出

本地区下水道諸元より

合理式を用いる：Q=1/360×C×I×A

流出係数：0.35

到達時間：5分

降雨強度 ３年確率（50mm/ha）：I=5000/（t+40）

A 流域区域 6.102646 0.350 0.659237 0.659237

ここから直接放流分を差し引く（現況の改変が無く直接水路へ流入する分+改変後直接水路へ放流する分）

本地区下水道諸元より

合理式を用いる：Q=1/360×C×I×A

流出係数：0.35

到達時間：5分

（改変）降雨強度 30年確率(90mm/ha)　　I=1800/(t2/3+4.5)

NO. 区分 面積（ha） 面積（計） 流出係数 流出量（m3/sec） 流出量（計）

⑥-2,-3 擁壁用地（改変） 0.000934 0.900 0.000567

⑤ 道路用地（改変） 0.076526 0.900 0.046385

⑦ 通路用地（改変） 0.026302 0.900 0.015943 0.062895

（現況）降雨強度 ３年確率(50mm/ha)　　I=5000/(t+40)

⑨-1 直接放流分（現況） 2.324229 0.350 0.251072

⑪ 直接放流分（現況） 0.767813 3.195804 0.350 0.082942 0.334014

0.659237-（0.062895+0.334014）＝ 0.262328 を許可放流量とする

都市計画法基準値

NO. 区分 面積（ha） 面積（計）
都市計画法による

流出係数
係数（平均）

① 資材置場・グラウンド 0.153544 0.900

② 植栽用地（下部改良土） 0.729642 0.900

④ 残留緑地 0.114787 0.300

⑥-1 擁壁用地 0.017157 0.900

⑧ 調整池 0.012410 1.027540 1.000 0.835

直接放流量の集計

調整池Ａ放流分の流出係数の算出（加重平均）
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②調整池 A森林法の基準による計算 

 

放流にあたっては許可放流量が決められており、その計算に使用する降雨強度式は八王子市の指導により

3年確率（50mm/ha）で行った。 

直接放流分を差し引いた結果、許可放流量は 0.2623㎥/secとする。 

以上条件を代入し簡便法により 293.20㎥以上の調整池が必要。 

都市計画法の基準による容量 325.33㎥、森林法の基準による容量 293.20㎥、以上から都計法の基準に

よる容量を採用して、必要調整池容量は 326㎥以上とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

許容放流量の算定（調整池Ａ）森林法

許可放流量の算出

本地区下水道諸元より

合理式を用いる：Q=1/360×C×I×A

流出係数：0.35

到達時間：5分

降雨強度 ３年確率（50mm/ha）：I=5000/（t+40）

A 流域区域 6.102646 0.350 0.659237 0.659237

ここから直接放流分を差し引く（現況の改変が無く直接水路へ流入する分+改変後直接水路へ放流する分）

本地区下水道諸元より

合理式を用いる：Q=1/360×C×I×A

流出係数：0.35

到達時間：5分

（改変）降雨強度 30年確率(90mm/ha)　　I=1800/(t2/3+4.5)

NO. 区分 面積（ha） 面積（計） 流出係数 流出量（m3/sec） 流出量（計）

⑥-2,-3 擁壁用地（改変） 0.000934 0.900 0.000567

⑤ 道路用地（改変） 0.076526 0.900 0.046385

⑦ 通路用地（改変） 0.026302 0.900 0.015943 0.062895

（現況）降雨強度 ３年確率(50mm/ha)　　I=5000/(t+40)

⑨-1 直接放流分（現況） 2.324229 0.350 0.251072

⑪ 直接放流分（現況） 0.767813 3.195804 0.350 0.082942 0.334014

0.659237-（0.062895+0.334014）＝ 0.262328 を許可放流量とする

都市計画法基準値

NO. 区分 面積（ha） 面積（計）
森林法による

流出係数
係数（平均）

① 資材置場・グラウンド 0.153544 1.000

② 植栽用地（下部改良土） 0.729642 0.900

④ 残留緑地 0.114787 0.600

⑥-1 擁壁用地 0.017157 1.000

⑧ 調整池 0.012410 1.027540 1.000 0.885

直接放流量の集計

調整池Ａ放流分の流出係数の算出（加重平均）



調整池の流入区分　Ｂ流入域図4-2-5
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流 域 Ａ

流 域 Ｂ

0.210596ha
④-2

0.002939ha
③-3

1.577387ha
④-4

0.105840ha
⑧-2

0.016841ha
④-3

流域Ａより流入

1.528559ha
①-2

流域Ａより流入
0.010671ha
⑥-4

流域Ａより流入

0.029155ha
③-2

流域Ａより流入

0.004374ha
⑥-5

0.024929ha
③-4

1.611050ha
①-3

0.676055ha
②-3

0.003505ha
⑥-6

0.022602ha
⑫

0.100321ha
③-1

流域Ａより流入

③

4.405912

番号 面積(ha) 小計(ha)

0.024929

4.405912

調整池Ｂ直接放流分面積集積表

0.021740

①
1.528559

1.611050

①-2

①-3

0.029155

番号 面積(ha) 小計(ha)

3.139609

0.100321

調整池Ｂ流入面積集積表

0.002939

③-5 0.150143

0.021740

0.150143

③-1

③-2

③-3

③-4

0.676055②-3②

1.577387

0.210596④-2

④-4

0.016841④-3 1.804824④

⑥ ⑥-7

0.010671⑥-4

0.004374⑥-5

0.003505⑥-6

0.018550⑥

0.105840 0.105840

0.022602 0.022602

⑩

⑧-2⑧

⑫

③

0.676055

0.157344

0.021740ha
⑥-7

0.150143ha
③-5 現況直接放流面積

4.405912ha

直接放流

直接放流

⑩

前述の流域Aの⑪+⑤は直接放流分として許可放流量より除き調整池の容量を決める。

但し事業地へ流入する事として、別途容量算定を行い、各調整池の必要容量に分配して加え、

その合計を、調整池の必要容量とする。
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・調整地 Bの必要容量算定 

調整池の容量は簡便法による算定を行い、都市計画法及び森林法の流出係数と降雨強度式を用いて必要容

量がより大きくなる方を採用する。 

 

① 調整池 B都市計画法の基準による計算 

 

放流にあたっては許可放流量が決められており、その計算に使用する降雨強度式は八王子市の指導により

3年確率（50mm/ha）で行った。 

直接放流分を差し引いた結果、許可放流量は 0.3918㎥/secとする。 

以上条件を代入し簡便法により 4172.15㎥以上の調整池が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

許容放流量の算定（調整池Ｂ）都市計画法

本地区下水道諸元より

合理式を用いる：Q=1/360×C×I×A

流出係数：0.35

到達時間：5分

降雨強度 ３年確率（50mm/ha）：I=5000/（t+40）

NO. 番号 面積（ha） 流出係数 流出量（m3/sec） 許容放流量

Ｂ 流域区域 8.623317 0.350 0.931532 0.931532

ここから直接放流分を差し引く（現況の改変が無く直接水路へ流入する分+改変後直接水路へ放流する分）

本地区下水道諸元より

合理式を用いる：Q=1/360×C×I×A

流出係数：0.35

到達時間：5分

（改変）降雨強度 30年確率(90mm/ha)　　I=1800/(t2/3+4.5)

NO. 番号 面積（ha） 面積（計） 流出係数 流出量（m3/sec） 流出量（計）

③-5 植栽用地（改変） 0.150143 0.500 0.050559

⑥-7 擁壁用地（改変） 0.021740 0.900 0.013178 0.063737

（現況）降雨強度 ３年確率(50mm/ha)　　I=5000/(t+40)

⑩ 直接放流分（現況） 4.405912 4.577795 0.350 0.475943 0.475943

0.931532-（0.067377+0.475943）= 0.391852 を許可放流量とする

都市計画法基準

NO. 番号 面積（ha） 面積（計） 流出係数 係数（平均）

① 資材置場・グラウンド 3.139609 0.900

② 植栽用地（下部改良土） 0.676055 0.900

③-1,-2,
-3,-4

植栽用地（下部土壌） 0.157344 0.500

④ 残留緑地 1.804824 0.300

⑥-4,-5,
-6

擁壁用地 0.018550 0.900

⑧ 調整池 0.105840 1.000

⑫ 区域外流入分 0.022602 5.924824 0.300 0.707

直接放流量の集計

調整池Ｂ放流分の流出係数の算出（加重平均）
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② 調整池 B森林法の基準による計算 

   

放流にあたっては許可放流量が決められており、その計算に使用する降雨強度式は八王子市の指導により

3年確率（50mm/ha）で行った。 

直接放流分を差し引いた結果、許可放流量は 0.3918㎥/secとする。 

以上条件を代入し簡便法により 3156.71㎥以上の調整池が必要。 

 

都市計画法の基準による容量 4172.15㎥、森林法の基準による容量 3156.71㎥、以上から都市計画法の

基準による容量を採用して必要調整池容量は 4173㎥以上とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

許容放流量の算定（調整池Ｂ）森林法

本地区下水道諸元より

合理式を用いる：Q=1/360×C×I×A

流出係数：0.35

到達時間：5分

降雨強度 ３年確率（50mm/ha）：I=5000/（t+40）

NO. 番号 面積（ha） 流出係数 流出量（m3/sec） 許容放流量

Ｂ 流域区域 8.623317 0.350 0.931532 0.931532

ここから直接放流分を差し引く（現況の改変が無く直接水路へ流入する分+改変後直接水路へ放流する分）

本地区下水道諸元より

合理式を用いる：Q=1/360×C×I×A

流出係数：0.35

到達時間：5分

（改変）降雨強度 30年確率(90mm/ha)　　I=1800/(t2/3+4.5)

NO. 番号 面積（ha） 面積（計） 流出係数 流出量（m3/sec） 流出量（計）

③-5 植栽用地（改変） 0.150143 0.500 0.050559

⑥-7 擁壁用地（改変） 0.021740 0.900 0.013178 0.063737

（現況）降雨強度 ３年確率(50mm/ha)　　I=5000/(t+40)

⑩ 直接放流分（現況） 4.405912 4.577795 0.350 0.475943 0.475943

0.931532-（0.067377+0.475943）= 0.391852 を許可放流量とする

森林法基準値

NO. 番号 面積（ha） 面積（計） 流出係数 係数（平均）

① 資材置場・グラウンド 3.139609 1.000

② 植栽用地（下部改良土） 0.676055 0.900

③-1,-2,
-3,-4

植栽用地（下部土壌） 0.157344 0.700

④ 残留緑地 1.804824 0.600

⑥-4,-5,
-6

擁壁用地 0.018550 1.000

⑧ 調整池 0.105840 1.000

⑫ 区域外流入分 0.022602 5.924824 0.600 0.858

直接放流量の集計

調整池Ｂ放流分の流出係数の算出（加重平均）
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カーポート

八王子市兵衛二丁目

SP

Ｎ

Ｄ

特殊LU形溝工　LU300

現駐車場

Ｃ

Ｂ

Ａ

資材置場

5％

自由勾配側溝　U300 底面コンクリート打設にて深さ調整

特殊LU用形集水ます工　LU300用（20ｍ以内に設置）

特殊LU用形集水ます工　LU300用（0.6ｍ/枚　10枚中9枚が通常のL型、1枚が穴あきL型）

Ｕ-300（固定横断用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋付）

U形溝用集水ます工（特殊LU形溝300用）

流水方向

凡　　例

5％

・⑤+⑪流域の水処理は、道路管理者及び河川管理者と、町田市道の道路排水設備を整備して、事業地西の赤道（道路表流水放流点）

　に排水管φ300を設置して八王子市の水路へ直接放流する事で協議締結した。

町 田 市 道 道 路 排 水 計 画 平 面 図
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図4-2-6

S=1:500

0 10 255

　但し、強雨や経年による排水設備の整備不良などで事業地への流入が見込まれる。

⑪流域0.767813ha

⑤流域0.076526ha

　その為、⑤+⑪流域において必要となる調整池容量を別途算出し、それぞれの調整池へて加える事とした。

・強雨時に事業地外より流入してしまう懸念のある箇所について
（⑤道路用地及び⑪流域の水処理に関して）
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グレーの範囲（塗潰しの濃い範囲含む）：⑤流域

地形形状と集水ポイントの位置から流域の全部

⑪0.767ha+⑤0.076haを調整池Bで処理とする

塗潰しの濃い範囲⑪+⑤のうち0.040haは

調整池Aへ流入すると思われる

よって0.040ha分は重複して調整池Aで処理とする

集水ポイント
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図4-2-7
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・道路の主な断面形状を以下のAからBに示す。前項の平面図に断面図の位置を記載。

・強雨時に事業地外より流入してしまう懸念のある箇所について
（⑤道路用地及び⑪流域の水処理に関して）

・道路の雨水が事業地へ流入、また事業地の雨水が道路へ流入する事が無いように施工を行う。

町田市道　幅員　10.37m

FH181.13
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・事業地外流入分⑤+⑪の下水道諸元及び都市計画法の基準による計算 

 

 

⑤+⑪流域は道路により事業地より分断されており、また本事業において改変を行わない為、流出係数の算

出は下水道諸元に基づいた。 

但し道路用地として改変する面積は、都市計画法の基準値を用いた。 

本地区下水道諸元に基づく許可放流量は 0.0912㎥/sec 

以上条件を代入し簡便法により 142.78㎥を加える調整池容量と算定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

許容放流量の算定（⑤+⑪流域）

本地区下水道諸元より

合理式を用いる：Q=1/360×C×I×A

流出係数：0.35

到達時間：5分

降雨強度 ３年確率（50mm/ha）：I=5000/（t+40）

NO. 番号 面積（ha） 流出係数 流出量（m3/sec） 許容放流量

⑤・⑪ 流域区域 0.844339 0.350 0.091210 0.091210

本地区下水道諸元及び都市計画法より

NO. 番号 面積（ha） 面積（計） 流出係数 係数（平均）

⑤ 道路用地（改変） 0.076526 0.900

⑪ 区域外流入（現況） 0.767813 0.844339 0.350 0.400

流域の流出係数の算出（加重平均）
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・事業地外流入分⑤+⑪の下水道諸元及び森林法の基準による計算 

 
 

⑤+⑪流域は道路により事業地より分断されており、また本事業において改変を行わない為、流出係数の算

出は下水道諸元に基づいた。 

但し道路用地として改変する面積は、森林法の基準値を用いた。 

本地区下水道諸元に基づく許可放流量は 0.0912㎥/sec 

以上条件を代入し簡便法により 119.34㎥を加える調整池容量と算定。 

 

それぞれ算出した容量 142.78㎥、と容量 119.34㎥からより大きい 142.78㎥を各調整池へ分配して加え

る事とした。 

 

よって、調整池 Aは必要容量 326㎥+（142.78㎥×5.3％）=333.56㎥：334㎥以上とする。 

調整池 Bは必要容量 4173㎥+142.78㎥=4315.78㎥：4316㎥以上とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

許容放流量の算定（⑤+⑪流域）

本地区下水道諸元より

合理式を用いる：Q=1/360×C×I×A

流出係数：0.35

到達時間：5分

降雨強度 ３年確率（50mm/ha）：I=5000/（t+40）

NO. 番号 面積（ha） 流出係数 流出量（m3/sec） 許容放流量

⑤・⑪ 流域区域 0.844339 0.350 0.091210 0.091210

本地区下水道諸元及び森林法より

NO. 番号 面積（ha） 面積（計） 流出係数 係数（平均）

⑤ 道路用地（改変） 0.076526 1.000

⑪ 区域外流入（現況） 0.767813 0.844339 0.350 0.409

流域の流出係数の算出（加重平均）
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・オリフィスの計算 

 

オリフィスの算定は次式によって決定する。ただし 10㎝×10㎝以上とする。 

Qｃ=c×a×（2×g×h）1/2 

 

調整池 Aについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調整池 Bについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．オリフィスの算定

Qc= 0.26233 　：下流許容放流量　( m3/sec )

C = 0.6 　：流量係数 （ 通常 0.6 ）

a  = 　：オリフィスの断面積 （ m2 ）

g  = 9.8 　：重力加速度 （ 9.8m/sec ）

h  = 3.480 　：オリフィス中心からの高水位 （ m ）

よって、23.0cm とする。

m * 0.230

　( m3/sec )

□

0.05294 ( m2 )

Qc  =  C  *  a  *  (  2  *  g  *  h  )  1/2    = 　 0.26233

   = 　 0.230

a    = 　

m

1．オリフィスの算定

Qc= 0.39185 　：下流許容放流量　( m3/sec )

C = 0.6 　：流量係数 （ 通常 0.6 ）

a  = 　：オリフィスの断面積 （ m2 ）

g  = 9.8 　：重力加速度 （ 9.8m/sec ）

h  = 4.870 　：オリフィス中心からの高水位 （ m ）

よって、25.9cm とする。

0.259 m * 0.259

Qc  =  C  *  a  *  (  2  *  g  *  h  )  1/2    = 　 0.39185

m

　( m3/sec )

□    = 　

a    = 　 0.06685 ( m2 )
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・堆積砂量（泥溜）及び合計調整池容量の決定 

 

◆1調整池 Aについて 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆2調整池 Bについて 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

堆積砂量（泥溜）の算定

堆砂量の算定は林地開発許可申請に従って決定する。

造成中は300㎥/ha/年とする。

造成後は15㎥/ha/年とし地表の安定するまでの期間を5年間として算定する。

A流域開発面積　1.054ha

造成中年間堆砂量

造成中においては別途堆砂地を設け調整池へ流入させる。

毎年堆砂土砂を除去する。

開発完了後

上記を開発完了後の、地表が安定するまでの堆砂量とするが、

毎年1回ないし2回、浚渫工事を行う事で、下記を堆砂量として調整池の容量を決定する。

別紙調整池容量計算より調整池容量は334㎥

よって合計調整池容量は

以上となるよう計画する。

年間堆砂量

350 ( m3 )

   300m3　　　/　　　ha　　　/　　　1年　　　＝ 316.200 ( m3 )

    15m3　　　/　　　ha　　　/　　 1年　　　＝ 15.810 ( m3 )

    15m3　　　/　　　ha　　　/　　 5年　　　＝ 79.050 ( m3 )

堆積砂量（泥溜）の算定

堆砂量の算定は林地開発許可申請に従って決定する。

造成中は300㎥/ha/年とする。

造成後は15㎥/ha/年とし地表の安定するまでの期間を5年間として算定する。

Ｂ流域開発面積　6.705ha

造成中年間堆砂量

造成中においては別途堆砂地を設け調整池へ流入させる。

毎年堆砂土砂を除去する。

開発完了後

上記を開発完了後の、地表が安定するまでの堆砂量とするが、

毎年1回ないし2回、浚渫工事を行う事で、下記を堆砂量として調整池の容量を決定する。

別紙調整池容量計算より調整池容量は4316㎥

よって合計調整池容量は

以上となるよう計画する。

年間堆砂量

4417 ( m3 )

   300m3　　　/　　　ha　　　/　　　1年　　　＝2011.500 ( m3 )

    15m3　　　/　　　ha　　　/　　 1年　　　＝ 100.575 ( m3 )

    15m3　　　/　　　ha　　　/　　 5年　　　＝ 502.875 ( m3 )
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・調整池 Aの形状と必要容量との比較 

 

必要調整池容量 334㎥＜計画調整池容量 338.40㎥ 

必要泥溜容量 15.81㎥＜計画泥溜容量 20.13㎥ 

必要合計調整池容量 349.81㎥＜計画合計調整池容量 358.53㎥ 

 

調整 Aは、位置と周辺環境及び施工後の管理を見込み、掘り込み式とし RC構造とした。底面はコンクリー

ト打で施工する。 

泥溜に堆積した土砂の除去は、南側より重機や人力によって行う。 

調整池周辺は自然回復緑地として、自然環境の回復を図る。 

調整池よりの放流は通常はオリフィスより放流を行い、計画降雨以上の降雨時は立坑型余水吐きより放流

する。立坑型余水吐きは RC構造とする。 

以下余水吐きの計算結果を示す。 

余水流量対象降雨強度式は 100年確率を使用し、その 1.2倍とした。 

 

 

調整池よりの流出管はヒューム管φ600で既存水路へ放流する。 

調整 Aの詳細を図 4-2-8に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.立抗型余水吐の設計

Ｑ＝ 1/360・Ｃ・Ｉ・Ａ　
Ａ　：　集水面積　1.054ha

Qa= 0.55344 　：越流量　( m3/sec )
h0= 0.30000 　：越流高さ　( m ) ※HHWL-HWL=0.30mである。
C = 1.8 　：流量係数 （ 通常 1.8 ）
D = 4.990 　：立抗幅　( m )

   = 1.451 > 0.55344 なのでOKである

Ｉ　：　降雨強度　（mm／ha） 100年確率　213.75　

Ｑ’：　洪水流量　（m3/sec）×1.20（※設計上の洪水流量）

Q  =  C  *  D *  h   3/2

Ｑ　：　洪水流量　（m3/sec）

ｆ　：　流出係数　　0.728
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・調整池Aの形状と必要容量との比較

調整池A平面図

調整池A断面図
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バルブを開く事で水中ポンプより吸い上げた
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・調整池 Bの形状と必要容量との比較 

必要調整池容量 4316㎥＜計画調整池容量 4347.97㎥ 

必要泥溜容量 100.57㎥＜計画泥溜容量 121.13㎥ 

合計調整池容量 4416.57㎥＜計画合計調整池容量 4469.10㎥ 

 

調整池 B は位置と周辺環境及び用地の面積から掘り込み式とし、周辺を間知ブロック擁壁と RC 擁壁で囲

った構造とした。底面はコンクリート打で施工する。 

泥溜に堆積した土砂の除去の為、調整池上部より底面へ降りる通路を設置する。その通路は周辺の生物が

利用できる等の自然環境に配慮を行った。 

また調整池上部周辺は植栽緑地とし景観と環境に配慮を行った。 

調整池よりの放流は通常はオリフィスより放流を行い、計画降雨以上の降雨時は立坑型余水吐きより放流

する。立坑型余水吐きは RC構造とする。 

以下余水吐きの計算結果を示す。 

余水流量対象降雨強度式は 100年確率を使用し、その 1.2倍とした。 

 

 
調整池よりの流出管はヒューム管φ1000で既存水路へ放流する。 

調整池Ｂ下流の水路は、現況が水路用地の中に納まっていない為、本事業とは別に用地の交換を行う、 

その際には水路の改修を行い、事業地よりの放流に耐えうるものとする。 

下流水路の状況と改修位置及び用地の交換箇所を図 4-2-10に示す。 

 

調整池 Bの詳細を図 4-2-9に示す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.立抗型余水吐の設計

Ｑ＝ 1/360・Ｃ・Ｉ・Ａ　
Ａ　：　集水面積　6.705ha

Qa= 3.71676 　：越流量　( m3/sec )
h0= 0.30000 　：越流高さ　( m ) ※HHWL-HWL=0.30mである。
C = 1.8 　：流量係数 （ 通常 1.8 ）
D = 12.900 　：立抗幅　( m )

   = 3.752 > 3.71676 なのでOKである

Ｉ　：　降雨強度　（mm／ha） 100年確率　213.75　

Q  =  C  *  D *  h   3/2

Ｑ　：　洪水流量　（m3/sec）

ｆ　：　流出係数　　0.837
Ｑ’：　洪水流量　（m3/sec）×1.20（※設計上の洪水流量）
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底面はコンクリート打
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FH156.20水位の面積
H・W・L面

着色カ所のCAD上求積による調整池容量の計算

FH152.00水位の面積 FH152.00水位の面積
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FH151.20水位の面積
L・W・L面
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調整池B平面図

調整池B断面図

着色カ所のCAD上求積による堆積土容量の計算

FH151.20水位の面積
L・W・L面

FH149.90水位の面積
池底面
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FH157.00 FH157.00

FH157.00FH157.00
FH159.50

計画調整池容量

(1039.69㎡+840.60㎡)/2×4.20+(569.50㎡+428.91㎡)/2×0.80ｍ =4347.97

計画堆積土容量

(428.91㎡+378.66㎡)/2×0.30ｍ = 121.13

FH151.20

FH156.20

計画堆積土容量

FH151.20

FH149.90

FH156.20

計画調整池容量

計画堆積土容量

計画調整池容量

378.66㎡

FH149.90

840.60㎡

FH152.00

1039.69㎡ 569.50㎡ 428.91㎡

計画調整池容量4347.97　＞　必要調整池容量4316

428.91㎡

計画堆積土容量121.13　＞　必要堆積土容量100.57
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・調整池B下流の水路整備予定について

HPφ 600

HPφ 600

　底面幅1.50ｍ　高さ0.80ｍ　で整備して勾配を調整して放流する。
　構造・整備範囲については水路自費工事申請で協議決定する。

※開発後の調整池Ｂからの流出量に対応する構造として

　流域Ａについては最下流までの断面能力が満たしていることから、
　八王子市水環境整備課水路担当との協議により改修は行わない。

　余水吐きからの放流管はφ1000のヒューム管とし、放流先の水路は、

参考整備写真

※擬木の利用で整備を行う。

幅
1.5ｍ
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④ 調整池へ誘導する管渠の設計 

調整池へ誘導する管渠の勾配及び断面積は、森林法に基づく林地開発許可申請の手引きより、10 年に 1

回の確率で想定される降雨強度式を用いて算出する。 

 

計画雨水量の計算方法は合理式を用いて行う。 

合理式 Q＝1/360・C・I・A  

 

Q：計画雨水量（㎥/sec） 

I：降雨強度 （㎜/時間） 

C：流出係数 

A：排水面積 （ha） 

 

流出係数は当該排水区域における降雨量のうち、途中での蒸発浸透などを除いたもので、管渠へ流入す

る雨水量の割合をいう。 

流出係数は土地の利用状況により下記の表の通りとした。 

 

流出係数 土地利用 

0.9 資材置場・グラウンド・通路等 

0.5 造成法面・植栽緑地 

0.3 残留緑地 

 

降雨強度式は森林法の 10年に 1回の確率で想定される公式を用いた。 

 

10年に 1回の降雨強度式 

  

I＝5100/ｔ+25 

I：降雨強度（㎜/時間） 

ｔ：流達時間（10分） 

管渠の設計は事業地内を区分けして、各排水面積に対応し且つ集積した雨水排水が可能な 

断面を選出する。 

 

以降に管渠の断面算出計算書を図 4-2-11に排水区画割平面図を示す。 

 

 

管渠の断面算出計算書 

 

（２）汚水排水計画 

・事業地内の汚水は、浄化槽を設けて処理する計画とする。処理水は調整池へ排水する。 

調整池Ｂ流入分

3125.74 0.9 145.71 0.114 φ300 15 2.240 0.158

1119.12 4244.86 0.5 145.71 0.023 ① 0.137 〃 〃 〃 〃

2539.52 0.9 145.71 0.093 φ450 7 2.044 0.325

470.50 0.5 145.71 0.01 〃 〃 〃 〃

3698.92 10953.80 0.3 145.71 0.045 ①+② 0.285 〃 〃 〃 〃

1297.44 0.9 145.71 0.047 φ450 9 2.318 0.368

135.16 0.5 145.71 0.003 〃 〃 〃 〃

1253.45 13639.85 0.3 145.71 0.015 ①+②+③ 0.350 〃 〃 〃 〃

9316.57 0.9 145.71 0.339 φ600 9 2.832 0.800

5584.79 28541.21 0.3 145.71 0.068 ①+②+③+④ 0.757 〃 〃 〃 〃 ⑨へ流入

⑤ 3563.82 3563.82 0.9 145.71 0.13 ⑤ 0.130 φ300 15 2.240 0.158

⑥ 2910.11 6473.93 0.9 145.71 0.106 ⑤+⑥ 0.236 φ400 8 2.011 0.252

⑧ 8428.68 14902.61 0.9 145.71 0.307 ⑤+⑥+⑧ 0.543 φ600 7 2.497 0.706 ⑨へ流入

5257.02 0.5 145.71 0.106 φ900 10 2.905 1.848

7805.81 56506.65 0.3 145.71 0.095 ①～⑥+⑧+⑨ 1.501 〃 〃 〃 〃

1104.33 0.9 145.71 0.04 φ900 10 2.429 1.848

6256.78 0.5 145.71 0.127 〃 〃 〃 〃

1754.46 65622.22 0.3 145.71 0.021 ①～⑥+⑧+⑨+⑩ 1.689 〃 〃 〃 〃 調整池Ｂへ流入

調整池Ａ流入分

⑦ 1811.41 1811.41 0.9 145.71 0.066 ⑦ 0.066 φ250 8 1.429 0.070

164.33 0.9 145.71 0.006 φ450 7 2.044 0.325

6807.87 0.5 145.71 0.138 〃 〃 〃 〃

2143.37 9115.57 0.3 145.71 0.026 ⑦+⑪ 0.236 〃 〃 〃 〃 調整池Ａへ流入

(㎡) (㎡) (mm/ha) （ｍ３／ｓｅｃ） （ｍ３／ｓｅｃ）

形　状 勾　配 流　速 流　量
備　　　　考

寸　法 (0/00） （m/sec）（ｍ３/sec）
流出係数

降雨強度 計画流出量 累計計画流出量 排水工

（mm）

計画流出量

（ｍ３/sec）
番　号

面　　積 累計面積
流出係数

降雨強度 累計計画流出量

（ｍ３／ｓｅｃ）
備　　　　考

(㎡) (㎡) (mm/ha) （ｍ３／ｓｅｃ） （mm） 寸　法 (0/00） （m/sec）

排水工 形　状 勾　配 流　速 流　量

①

②

③

④

Ａ　：　集水面積　（㎡）

⑪

⑩

 の排水計算はクッター公式を使用

Ｑ＝1/360・Ｃ・Ｉ・Ａ　　Ｉ＝5100／Ｔ＋25）　　Ｔ＝10分とする

Ｑ　：　放流量　（ｍ３／sec）

Ｃ　：　流出係数　　0.90（施設部）　0.50（植栽部）0.30（残留緑地）

Ｉ　：　降雨強度　（mm／ha）　　Ｑ ＝ 1/360 × Ｃ × 145.71× Ａ

⑨

番　号
面　　積 累計面積
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水路BOX600× 600

VPφ1OO管底

VPφ70管底

VPφ150管底

VPφ200管底

陶管φ70管底
陶管φ70管底

HPφ600

HPφ600

HPφ 600

HPφ600

 3125.74㎡   1119.12㎡

  2910.11㎡

  3563.82㎡

  2539.52㎡  470.50㎡  3698.92㎡

 1297.44㎡ 135.16㎡  1253.45㎡

1535.44㎡

 9316.57㎡  5584.79㎡

5257.02㎡  7805.81㎡

1104.33㎡ 6256.78㎡

 232.40㎡  7469.00㎡  1950.27㎡
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